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はじめに

丁度150年前に合成染料が登場して以来、それ迄は一般の家庭でも

行なわれていた染色が装置産業化して、天然染料は伝統工芸の世界の

中に追いやられてしまいました。その理由の最たるものは、古来の染

料植物による染色が合成染料による染色よりも高価なことにありまし

たが、近年は安全と環境保全に対する意識の深化に伴った天然染料の

見直しが活発になっています。

しかし、古来の染料植物と染色をそのまま復活しても従来の難点は

解消されませんし、ただ天然物を材料としたというだけではあまり意

味があるとは言えません。それに、従来から個人的な工房であるいは

企業の中で染色に携わってこられた人達の大半が、化学に基づいた染

色の基礎や天然色素に関する十分な知識をお持ちでないままに、教え

られた通りにルーチンワークとして仕事をしておられるところにも間

題があるようです。

天然染料を古来のものとは異なった形で合成染料に比肩し得るよう

にするには、新しい色材と染色方法の開発を推進して行かねばなりま

せんが、それには、これから染色をやってみようという人達は勿論、

これ迄染色をやってこられた人達にも、上記の基礎知識をしっかりと

持って戴くことが不可欠ではないかと思います。

本書はこのような状況を背景として、これ迄の染色関係の書物には
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見られなかった内容と形式を目指して書き上げたものですが、執筆に

当っては二つのテーマを柱に据えることにしました。まず、その一つ

の柱を染色の基礎の解説として、染料と繊維そして染色現象の最も基

本的なことを、化学の知識を全くお持ちでない方でも、読めばすっと

理解して戴けるように易しく解説してみたことです。

次に、天然色素は一般的に絹や羊毛と違って木綿繊維には親和力が

小さいために不向きとされていたのですが、もう一つの柱を身近な材

料による木綿の染色の試みとして、そのために開発して商品化したカ

チオン性とアニオン性の2種類の濃染固着助剤を使用することによっ

て、本綿を染められる天然素材の範囲が大幅に増えましたので、本書

での対象繊維を木綿だけに限定することにしました。

そして何時でも手に入れることができる材料で、従来は使用できな

いとされていたものや使用されたことのないものなどを中心に染色を

試みた結果について解説しました。なお、巻頭に幾つかの小さな染色

見本を掲載してありますが、これらは本文中の染色データ表に記載し

た染色結果について、染着性や媒染による色調の変化などを比較して

戴くことを目的としたものです。

しかしながら、色々な天然色素を含む素材はどこにでもあることで

すし、人によって身近な材料の種類も違ってくるでしょうから、本書

に掲載した結果は飽く迄も一つの例として、それぞれにお試し戴きた

いと思います。本書での試みが、それらのお試しの際にいささかでも

お役に立てばと願っています。また、本書での植物名は漢字での表記

を基本としていますが、漢字にするとどうもしつくりこないもの、例

えばススキゃクマザサなどは片仮名にしてあります。

なお、共著者の滋賀県立大学、道明美保子助教授には第6章の従来



の天然染料による染色を担当して戴きました。また、本書の出版に際

しては、適切な御助言と試料についての御協力を賜わりました星合孝

香さん、表紙カバーの絵及びカットを担当して下さった古屋のり子さ

ん、その他多くの方々の御協力を戴くことができました。ここに厚く

御礼申し上げます。

本村光雄記す


